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香
美
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
示
し
た
と
お
り
、

将
来
的
に
本
町
総
人
口
の
減
少
は
避
け
ら
れ

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
年
少
人
口
（
０

〜
14
歳
）
の
減
少
に
拍
車
が
掛
か
る
こ
と
を

避
け
る
た
め
、
総
合
戦
略
で
「
若
い
世
代
の

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
」

を
基
本
目
標
に
掲
げ
、
将
来
的
に
年
少
人
口

約
２
千
人
の
維
持
を
目
標
と
す
る
中
、
日
常

生
活
の
基
盤
と
な
る
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
「
必
要
な
と
き
」

に
「
で
き
る
だ
け
身
近
」
に
あ
る
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
医
療
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
目
指
し
て
、
町
内
医

療
機
関
、
福
祉
関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め

ま
す
。

　

昨
年
７
月
か
ら
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事

業
の
適
用
範
囲
を
「
小
学
４
年
生
か
ら
中
学

３
年
生
ま
で
」
を
「
小
学
４
年
生
か
ら
高
校

３
年
生
世
代
ま
で
（
高
校
在
籍
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
18
歳
到
達
の
年
度
末
ま
で
）」
に
拡

充
し
、
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
事
業
（
生
後

か
ら
小
学
３
年
生
ま
で
）
と
併
せ
、
本
町
に

生
ま
れ
育
つ
子
ど
も
た
ち
が
新
た
な
社
会
へ

の
旅
立
ち
の
節
目
と
な
る
年
齢
ま
で
の
医
療

費
の
無
料
化
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

保
育
料
は
、
全
て
の
所
得
階
層
を
国
基
準

の
５
割
ま
で
軽
減
す
る
こ
と
と
併
せ
、
子
育

て
世
代
に
対
す
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
も
の
で
、
ま
ち
の
将
来
像
で
あ
る
「
こ
ど

重点施策【医療・福祉の充実】重点施策【医療・福祉の充実】

「必要なとき」に「必要なとき」に
　「できるだけ身近」な　「できるだけ身近」な
　　サービスを目指して　　サービスを目指して

●問い合わせ先　役場健康課・福祉課、町教育委員会こども教育課、公立香住病院●問い合わせ先　役場健康課・福祉課、町教育委員会こども教育課、公立香住病院

子
育
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「
幼
稚
園
一
時
預
か
り
事
業
」
を
再
編
し
、

昼
間
の
就
労
な
ど
に
よ
り
家
庭
に
保
護
者
の

い
な
い
小
学
生
な
ど
を
放
課
後
な
ど
に
預
か

る
「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
」
を
幼
稚

園
児
も
対
象
と
し
、
奥
佐
津
・
佐
津
・
余
部

小
学
校
区
で
新
規
開
設
し
、
児
童
の
健
全
育

成
と
子
育
て
家
庭
の
就
労
支
援
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
町
内
10
小
学
校
区
全
て
に
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
幼
稚
園
の
一
時
預
か
り
事
業

は
、
香
住
幼
稚
園
と
村
岡
幼
稚
園
で
継
続
実

施
し
ま
す
。

も
た
ち
に
夢
と
未
来
を
つ
な
ぐ
ま
ち
」
の
実

現
を
前
進
さ
せ
る
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
病
気
に
な
っ
た
児
童
を
病
院
・

保
育
所
な
ど
で
一
時
的
に
保
育
す
る
「
病
児

保
育
事
業
」
を
新
設
し
、
保
護
者
の
子
育
て

と
就
労
の
両
立
を
支
援
し
ま
す
。

　

村
岡
区
内
の
保
育
所
に
つ
い
て
、
新
た
に

統
合
保
育
園
舎
を
整
備
す
る
民
間
保
育
園
に

対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
併
せ
て
、

隣
接
地
に
芝
生
広
場
と
大
型
遊
具
を
設
置
し
、

児
童
公
園
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
柴
山
保

育
所
の
プ
ー
ル
お
よ
び
フ
ェ
ン
ス
の
改
修
工

事
を
行
い
、
保
育
施
設
の
環
境
を
改
善
し
ま

す
。母

子
保
健
対
策

母
子
保
健
対
策

医
師
確
保

医
師
確
保

高
齢
者
福
祉

高
齢
者
福
祉

が
ん
検
診
推
進
事
業

が
ん
検
診
推
進
事
業

幼
稚
園
一
時
預
か
り
事
業

幼
稚
園
一
時
預
か
り
事
業

村
岡
区
内
の
保
育
所

村
岡
区
内
の
保
育
所

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
応
す
る
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
と
と
も
に
、

妊
産
婦
健
康
診
査
費
助
成
制
度
、
新
生
児
聴

覚
検
査
費
助
成
制
度
、
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
制
度
お
よ
び
不
育
症
治
療
受
診
費
助
成
制

度
を
継
続
し
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
の
健
康

保
持
を
増
進
し
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
し
ま
す
。

　

妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
期
に
わ
た
る

　

近
年
一
定
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、

４
月
か
ら
は
香
住
病
院
に
総
合
診
療
科
と
整

形
外
科
の
医
師
が
着
任
し
て
い
ま
す
。
香
住

病
院
で
は
、
昨
年
「
医
療
技
術
者
修
学
資
金

貸
与
制
度
」
を
新
設
し
、
看
護
師
な
ど
医
療

技
術
者
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

診
療
所
の
安
定
し
た
診
療
体
制
の
構
築
な

ど
は
、
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
３
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る

「
高
齢
者
福
祉
計
画
」
と
「
介
護
保
険
事
業

計
画
」
に
基
づ
き
、「
す
べ
て
の
高
齢
者
の

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
み
ん
な
で
支
え
あ
う

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、「
地
域
包
括
支

援
体
制
の
充
実
」「
介
護
予
防
の
推
進
」「
生

き
が
い
づ
く
り
と
社
会
参
加
の
推
進
」「
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
開
始
し
た
「
介
護
職

員
確
保
対
策
事
業
」
に
よ
り
新
規
就
業
者
に

３
年
間
の
助
成
を
行
い
、
町
内
事
業
所
の
不

足
す
る
介
護
職
員
確
保
に
対
す
る
支
援
を
継

続
し
ま
す
。

　

40
・
50
・
60
歳
を
対
象
と
し
た
大
腸
・
胃

・
肺
・
乳
が
ん
の
無
料
検
診
、
20
・
25
・
30

・
40
・
50
・
60
歳
を
対
象
と
し
た
子
宮
頸
が

ん
の
無
料
検
診
を
実
施
す
る
な
ど
、
が
ん
予

防
対
策
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
個
別
の
受

診
勧
奨
、
再
勧
奨
を
行
い
受
診
率
の
向
上
を

目
指
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、「
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
を

通
年
で
取
り
組
み
、
健
康
づ
く
り
へ
の
動
機

づ
け
や
運
動
習
慣
の
定
着
を
促
進
し
ま
す
。

障
害
者
福
祉

障
害
者
福
祉

　

「
障
害
者
福
祉
計
画
」「
障
害
福
祉
計
画
」

「
障
害
児
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、「
み
ん
な

元
気
で
共
に
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

指
し
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
相
談
支
援
体

制
の
充
実
な
ど
、
自
立
支
援
や
社
会
参
加
の

環
境
づ
く
り
と
と
も
に
、
障
害
の
あ
る
子
ど

も
へ
の
療
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
障
害
者
等
社
会
活
動
促
進
事
業
」

を
新
設
し
、
障
害
者
、
引
き
こ
も
り
者
、
生

活
困
窮
者
な
ど
の
就
労
支
援
、
社
会
活
動
促

進
支
援
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

▲村岡区の統合保育園舎整備予定地

▲放課後児童健全育成事業の様子
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●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度

所
得
制
限
額
が
改
正
さ
れ
ま
す

所
得
制
限
額
が
改
正
さ
れ
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

7070
歳
〜
歳
〜
7474
歳
の
人
の
限
度
額
が
見
直
さ
れ
ま
す

歳
の
人
の
限
度
額
が
見
直
さ
れ
ま
す

　

香
美
町
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度
の

所
得
制
限
額
は
、
児
童
扶
養
手
当
法
に
基
づ

く
全
部
支
給
に
お
け
る
所
得
制
限
の
基
準

（
低
所
得
者
に
あ
っ
て
は
、
児
童
扶
養
手
当

法
に
基
づ
く
一
部
支
給
基
準
）
を
準
用
し
て

い
ま
す
が
、
児
童
扶
養
手
当
法
の
改
正
に
よ

り
、
所
得
制
限
額
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

改
正
の
内
容
、
時
期
に
つ
い
て
は
確
定
次

第
、
町
Ｈ
Ｐ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
既
に
申
請
を
さ
れ
て
い
る
人

　

７
月
１
日
の
受
給
者
証
の
更
新
に
際
し
、

非
該
当
の
通
知
を
受
け
取
ら
れ
た
人
に
つ
い

て
は
、
改
正
後
の
所
得
制
限
額
で
判
定
を
行

い
、
該
当
と
な
る
場
合
に
は
受
給
者
証
を
送

り
ま
す
。
な
お
、
７
月
１
日
付
け
で
受
給
者

証
を
交
付
さ
れ
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。

● 

受
給
資
格
要
件
を
満
た
し
て
い
る
が
未
申

請
の
人

　

受
給
資
格
の
判
定
の
た
め
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。

　

申
請
手
続
き
に
は
、
印
鑑
、
保
護
者
お
よ

び
児
童
の
健
康
保
険
証
、
戸
籍
謄
本
、
住
民

票
の
写
し
、
運
転
免
許
証
な
ど
申
請
者
本
人

と
確
認
で
き
る
も
の
、
申
請
者
お
よ
び
児
童

の
個
人
番
号
を
確
認
で
き
る
も
の
な
ど
が
必

要
で
す
。

※ 
対
象
者
は
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る
「
母

子
家
庭
の
母
と
そ
の
児
童
」「
父
子
家
庭

の
父
と
そ
の
児
童
」「
父
母
の
な
い
児
童

（
遺
児
）」
で
所
得
要
件
を
満
た
す
人
で
す
。

※ 

児
童
と
は
、
満
18
歳
の
誕
生
日
前
日
以
降

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
人

で
す
。

【　】内は、年 4回以上該当した場合の 4回目以降の限度額

所
得
制
限
額
が
改
正
さ
れ
ま
す

所
得
制
限
額
が
改
正
さ
れ
ま
す

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は

申
請
が
必
要
で
す

申
請
が
必
要
で
す

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
人
の
自
己
負
担
限
度
額

に
つ
い
て
、
8
月
か
ら
次
の
と
お
り
改
正
さ

れ
ま
す
。
低
所
得
Ⅱ
及
び
Ⅰ
の
限
度
額
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
一
般
以
外
の
所
得
区
分
の
場
合
、

事
前
の
申
請
で
限
度
額
適
用
認
定
証
ま
た
は

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の

交
付
を
受
け
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
提
示
す

る
こ
と
で
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
り
ま
す
。

所得区分
自己負担限度額

外来（個人ごと） 外来＋入院（世帯単位）

現役並み所得者 57,600 円
80,100 円＋（総医療費－
267,000 円）× 1％
【44,400 円】

一般（課税所得 145 万円
未満の住民税課税世帯）

14,000 円
（年間上限 144,000 円）

57,600 円
【44,400 円】

低所得Ⅱ
8,000 円

24,600 円

低所得Ⅰ 15,000 円

▼平成 30 年 7月末まで

所得区分
自己負担限度額

外来（個人ごと） 外来＋入院（世帯単位）

課税所得 690 万円以上課税所得 690 万円以上
252,600 円＋（総医療費－ 842,000 円）× 1％252,600 円＋（総医療費－ 842,000 円）× 1％

【140,100 円】【140,100 円】

課税所得 380 万円以上課税所得 380 万円以上
167,400 円＋（総医療費－ 558,000 円）× 1％167,400 円＋（総医療費－ 558,000 円）× 1％

【93,000 円】【93,000 円】

課税所得 145 万円以上課税所得 145 万円以上
80,100 円＋（総医療費－ 267,000 円）× 1％80,100 円＋（総医療費－ 267,000 円）× 1％

【44,400 円】【44,400 円】

一般（課税所得 145 万円
未満の住民税課税世帯）

18,000 円18,000 円
（年間上限 144,000 円）

57,600 円
【44,400 円】

低所得Ⅱ
8,000 円

24,600 円

低所得Ⅰ 15,000 円

▼平成 30 年 8月から
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●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
観
光
商
工
課
神
戸
営
業
所

全
国
の
主
要
な
駅
な
ど
に
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す

第第
6666
回
日
本
観
光
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

回
日
本
観
光
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　

全
国
の
農
作
業
「
死
亡
」
事
故
は
、
こ
こ

５
年
間
で
年
平
均
３
４
０
件
、
県
内
で
も
毎

年
10
件
程
度
発
生
し
て
い
ま
す
。
発
生
し
た

事
故
を
要
因
別
に
み
る
と
、
そ
の
７
割
が
農

業
機
械
作
業
に
係
る
事
故
で
す
。
ま
た
年
齢

別
で
は
、
65
歳
以
上
の
農
業
者
に
よ
る
事
故

が
約
８
割
と
極
め
て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と
を

心
が
け
て
農
作
業
に
従
事
し
ま
し
ょ
う
。

① 

農
作
業
に
ひ
そ
む
危
険
や
農
業
機
械
の
特

性
を
あ
ら
か
じ
め
把
握
し
、
常
に
安
全
を

確
認
し
な
が
ら
作
業
を
す
る
こ
と
。

② 

農
業
者
同
士
や
家
族
で
安
全
確
保
の
「
声

を
掛
け
合
う
」
こ
と
。

③ 

何
よ
り
も
「
無
理
を
し
な
い
」「
自
ら
を

過
信
し
な
い
」
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
実
り
の
秋
を
迎
え
、
農
作
業
も

一
段
と
忙
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。「
農
作
業

事
故
０ゼ

ロ

」
の
安
全
で
快
適
な
農
業
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
！

　

農
業
者
の
た
め
の
労
災
保
険
、
ご
存
知
で

す
か
？

　

労
災
保
険
の
特
別
加
入
の
う
ち
、
指
定
さ

れ
た
農
業
機
械
を
使
用
し
て
農
作
業
を
行
う

人
を
対
象
と
し
た
「
指
定
農
業
機
械
作
業
従

事
者
」
の
加
入
申
請
の
受
付
を
Ｊ
Ａ
た
じ
ま

で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

万
一
の
農
作
業
事
故
の
際
に
も
確
実
な
補

償
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
労
災
保
険
の
特

別
加
入
を
積
極
的
に
ご
検
討
下
さ
い
。
詳
し

く
は
、
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
担
い
手

支
援
セ
ン
タ
ー
（
本
店
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

▼
香
住
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

℡
０
７
９
６
・
36
・
４
４
７
５

▼
村
岡
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

℡
０
７
９
６
・
98
・
１
１
１
１

▼
担
い
手
支
援
セ
ン
タ
ー
（
本
店
）

　
　

℡
０
７
９
６
・
24
・
６
６
７
１

▲日本観光振興協会通常総会での表彰式の様子

　

多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

「
総
務
大
臣
賞
」
と
「
オ
ン
ラ
イ
ン
投
票
部

門
２
位
」
の
ダ
ブ
ル
受
賞
を
し
た
「
香
美
町

観
光
ポ
ス
タ
ー
」
は
、
６
月
８
日
、
東
京
都

内
で
開
催
さ
れ
た
平
成
30
年
度
日
本
観
光
振

興
協
会
通
常
総
会
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
浜

上
町
長
が
表
彰
状
を
受
領
し
ま
し
た
。

　

総
務
大
臣
賞
の
受
賞
に
伴
い
、
６
月
に
は

大
阪
駅
構
内
で
、
７
月
に
は
名
古
屋
駅
構
内

で
掲
示
さ
れ
た
ほ
か
、
８
月
は
東
京
駅
構
内

で
、
９
月
は
福
岡
駅
構
内
な
ど
全
国
の
主
要

な
駅
で
掲
示
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
は
、
小
中
学
校
や
金
融
機
関
、
道

の
駅
な
ど
で
掲
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
兵
庫
県
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
東

京
都
庁
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
や
伊
丹
空
港
、

神
戸
空
港
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
、
県
立

図
書
館
、
県
立
美
術
館
、
県
立
歴
史
博
物
館

な
ど
の
掲
示
も
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ

福
知
山
支
社
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
宝
塚
駅

や
尼
崎
駅
、
城
崎
温
泉
駅
に
掲
示
の
ほ
か
、

特
急
「
き
の
さ
き
」
や
「
こ
う
の
と
り
」
な

ど
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
広
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
１
日
か
ら
14
日
ま
で
は
大
手
書
店 

丸
善
（
東
京
・
丸
の
内
本
店
）
の
館
内
で
45

枚
前
面
ジ
ャ
ッ
ク
と
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
を
１
万

枚
配
布
し
ま
す
。

死亡事故発生状況
（平成 28 年度）

要因別

農業機械作業
に係る事故

217 人 (70%)

312 人

農業用施設作業
に係る事故

14 人 (4%)

機械・施設以外の
作業に係る事故

81 人 (26%)

（農林水産省調べ）

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
農
林
水
産
課

事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

農
作
業
事
故

農
作
業
事
故
００

ゼ

ロ

ゼ

ロ

へ
！
へ
！
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従
事
者
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た

従
事
者
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た

事
業
所
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た

事
業
所
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た

Ｑ 

．
い
つ
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て

い
ま
す
か
。

Ａ 

．
今
の
仕
事
を
始
め
、
５
年
が
た
ち
ま
し

た
。週
５
日
、自
転
車
で
通
勤
し
て
い
ま
す
。

　

 　

月
・
水
・
金
曜
日
は
香
住
文
化
会
館
、

火
・
木
曜
日
は
香
住
区
中
央
公
民
館
で
主

に
ト
イ
レ
や
会
議
室
な
ど
の
清
掃
を
、
午

前
は
２
人
で
、
午
後
は
私
１
人
で
し
て
い

ま
す
。

　

 　

清
掃
場
所
で
苦
労
す
る
の
は
、
机
と
椅

子
の
数
が
一
番
多
い
、
香
住
文
化
会
館
の

第
３
会
議
室
で
す
。

　

 　

仕
事
で
一
番
の
楽
し
み
は
、
給
料
明
細

を
も
ら
っ
た
と
き
で
す
。
給
料
は
貯
金
や

旅
行
、
職
員
の
皆
さ
ん
と
お
い
し
い
も
の

を
食
べ
る
こ
と
に
使
っ
て
ま
す
。

　

 　

仕
事
が
つ
ら
い
と
思
う
時
も
あ
り
ま
す

が
、
職
員
の
皆
さ
ん
が
助
け
て
く
れ
た
り
、

施
設
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
声
を
掛
け
て

く
れ
た
り
す
る
の
で
、
一
度
も
辞
め
た
い

と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

 　

夏
場
は
香
住
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の

プ
ー
ル
で
、
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
水
中

ラ
ン
ニ
ン
グ
に
参
加
し
、
健
康
に
気
を
付

け
て
い
ま
す
。

　

香
美
町
障
害
者
地
域
自
立
支
援
協
議
会
は
、

障
害
者
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
、
地
域
の
実
態

や
課
題
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
に
情
報
収
集

を
し
、
関
係
機
関
で
共
通
認
識
を
持
ち
、
課

題
解
決
に
向
け
て
の
話
し
合
い
を
継
続
し
て

い
ま
す
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も
障
害
者

雇
用
に
取
り
組
む
地
元
事
業
所
を
紹
介
し
ま

す
。
今
回
は
、「
香
住
区
中
央
公
民
館
」と「
香

住
文
化
会
館
」
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

こ
の
記
事
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
役
場
福

祉
課
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
一
緒
に
働
い
て
い
て
ど
う
で
す
か
。

Ａ 

．
入
職
当
初
は
、
業
務
内
容
を
習
得
す
る

の
に
時
間
が
掛
か
り
、
周
囲
の
皆
さ
ん
に

支
援
を
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、

丁
寧
な
指
導
を
受
け
、
清
掃
技
術
が
向
上

し
て
い
ま
す
。
ま
た
社
会
人
と
し
て
の
自

覚
も
芽
生
え
、
１
人
で
清
掃
作
業
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

 　

職
員
か
ら
の
声
掛
け
に
も
素
直
に
従
い
、

丁
寧
な
作
業
を
進
め
る
な
ど
良
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

施
設
の
利
用
者
に
も
元
気
に
あ
い
さ
つ
を

す
る
な
ど
、
地
域
住
民
と
も
深
く
な
じ
ん

で
い
ま
す
。

　

 　

本
人
を
含
め
た
清
掃
ス
タ
ッ
フ
が
館
内

の
適
切
な
清
掃
業
務
を
行
っ
て
く
れ
る
た

▲トイレの清掃をする様子

▲会議室の清掃をする様子

め
、
当
館
の
清
掃
美
化
が
維
持
で
き
て
い

ま
す
。
当
館
や
地
域
に
も
貢
献
し
て
も
ら

い
、
こ
れ
か
ら
も
ひ
ま
わ
り
の
よ
う
に
輝

き
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

　

６
月
18
日
（
月
）、
余
部
カ
ラ
オ
ケ

教
室
の
門
浦
光
吉
会
長
と
山
本
和
夫
さ

ん
が
浜
上
町
長
を
訪
れ
、
６
月
10
日

（
日
）
に
余
部
地
区
公
民
館
で
開
催
さ

れ
た
同
教
室
の
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ

オ
ケ
発
表
会
」
の
収
益
金
７
万
４
４
４

３
円
を
町
に
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

浜
上
町
長
は
「
余
部
カ
ラ
オ
ケ
教
室

の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
多
額
の
寄

付
金
に
感
謝
し
ま
す
。
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
の
あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。

▲浜上町長に収益金を門浦会長（写真中央）と山本さん（写真右）

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
福
祉
課

香
美
町
障
害
者
地
域
自
立
支
援
協
議
会

障
害
者
雇
用
の
現
場
か
ら

障
害
者
雇
用
の
現
場
か
ら
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けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

平
成
平
成
3030
年
度
香
美
町
健
康
ス
ロ
ー
ガ
ン

年
度
香
美
町
健
康
ス
ロ
ー
ガ
ン

早
お
き
早
ね
朝
ご
は
ん

早
お
き
早
ね
朝
ご
は
ん  

こ
ま
め
に
動
い
て

こ
ま
め
に
動
い
て  

歯
っ
ぴ
ぃ

歯
っ
ぴ
ぃ  

マ
タ
ニ
テ
ィ
【
妊
婦
編
】

マ
タ
ニ
テ
ィ
【
妊
婦
編
】

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

　

町
で
は
健
康
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
定
め
、
世
代

ご
と
に
健
康
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
今

回
は
子
育
て
世
代
の
「
妊
婦
編
」
を
紹
介
し

ま
す
。

　

妊
娠
中
か
ら
産
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
の
生

活
習
慣
病
の
予
防
は
、
母
と
子
の
生
活
を
見

直
す
良
い
機
会
で
す
。

　

妊
娠
中
の
就
業
や
食
習
慣
の
変
化
な
ど
が

生
活
習
慣
の
乱
れ
を
誘
い
、
妊
娠
性
高
血
圧

症
候
群
や
妊
娠
性
糖
尿
病
な
ど
を
起
こ
す
要

因
に
も
な
り
、
そ
れ
ら
が
早
産
や
産
後
う
つ

病
な
ど
の
引
き
金
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

母
と
子
の
心
と
体
に
生
活
習
慣
が
大
き
く

影
響
す
る
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
日
々
の
生
活

を
大
切
に
、
定
期
的
な
妊
婦
健
診
を
受
け
て

健
や
か
な
生
活
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

　

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
た
め
朝
食
は
特
に

意
識
し
て
取
り
ま
し
ょ
う
。

朝
食
の
ポ
イ
ン
ト

　

・ 

菓
子
パ
ン
や
お
菓
子
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

取
り
過
ぎ
に
な
り
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
偏

　

歯
茎
が
炎
症
を
起
こ
す
と
早
産
の
リ
ス
ク

を
高
め
ま
す
。
ま
た
、
妊
娠
中
か
ら
虫
歯
菌

を
減
ら
す
こ
と
は
出
産
後
の
赤
ち
ゃ
ん
へ
の

感
染
を
遅
ら
せ
ま
す
。

お
口
の
清
潔
を
保
つ
工
夫

　

・ 

歯
磨
き
が
で
き
な
い
と
き
は
お
茶
や
水
、

デ
ン
タ
ル
リ
ン
ス
で
の
う
が
い
や
、
キ

シ
リ
ト
ー
ル
ガ
ム
で
お
口
の
酸
を
中
和

さ
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
食
事
や
お
や

　

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の
相
談
や
保
健
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
産
前
・
産
後

の
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
や
、
医
療
機
関
が
実
施
す

る
産
後
ケ
ア
な
ど
の
利
用
に
つ
い
て
の
受
付

や
調
整
も
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

お
母
さ
ん
の
体
は
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
環

境
そ
の
も
の
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
健
や
か
に

育
つ
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

た
ば
こ
の
害

　

・ 

喫
煙
し
た
人
の
髪
や
服
に
付
着
し
た
た

ば
こ
の
煙
に
も
有
害
物
質
が
含
ま
れ
ま

す
。
換
気
扇
の
下
の
喫
煙
で
も
受
動
喫

煙
は
防
げ
ま
せ
ん
。
電
子
た
ば
こ
の
場

合
も
同
様
で
す
。

　
　

 

妊
娠
中
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
や
周

囲
の
人
も
妊
婦
や
赤
ち
ゃ
ん
の
そ
ば
で

喫
煙
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

お
酒
の
害

　

・ 

妊
娠
中
や
授
乳
中
の
お
酒
は
、
少
量
で

も
赤
ち
ゃ
ん
に
影
響
す
る
と
い
う
報
告

も
あ
り
ま
す
。
飲
酒
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

・ 

ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
表
示
の
飲
料
に
も
微

量
の
ア
ル
コ
ー
ル
が
含
ま
れ
る
こ
と
が

あ
る
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

つ
は
時
間
を
決
め
て
、
歯
科
健
診
も
忘

れ
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

り
ま
す
。
食
事
の
代
用
に
は
な
り
ま
せ

ん
。

　

・ 

今
の
朝
食
に
足
り
な
い
も
の
を
ま
ず
は

一
品
プ
ラ
ス
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

妊
娠
性
高
血
圧
症
候
群
の
予
防

　

・ 

だ
し
の
う
ま
味
や
酸
味
・
風
味
の
あ
る

食
材
を
生
か
し
て
塩
分
控
え
め
の
お
い

し
さ
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

　

・ 

外
食
や
加
工
製
品
は
塩
分
が
多
い
の
で

妊
娠
中
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
に
合
わ
せ
て
変
化
す
る

お
母
さ
ん
の
体
。
十
分
な
休
息
と
適
度
な
運

動
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

休
息
の
ポ
イ
ン
ト

　

・ 
昼
間
の
休
息
は
こ
ま
め
に
心
地
よ
い
と

感
じ
る
程
度
に
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

・ 

左
向
き
の
半
腹
ば
い
（
シ
ム
ス
位
）
で

股
の
間
に
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
挟
む
と
楽
に

休
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
す
す
め
の
運
動

　

・ 

足
首
の
曲
げ
伸
ば
し
や
あ
ぐ
ら
姿
勢
で

の
膝
押
し
、
ヨ
ガ
の
猫
の
ポ
ー
ズ
な
ど

ゆ
っ
く
り
と
し
た
ス
ト
レ
ッ
チ
が
お
す

す
め
で
す
。
ま
た
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は

30
分
程
度
に
と
ど
め
、
背
筋
を
伸
ば
し

て
こ
ま
め
に
休
憩
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

※
経
過
に
よ
り
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

十
分
な
休
息
と
体
調
に
合
わ
せ
た
運
動

十
分
な
休
息
と
体
調
に
合
わ
せ
た
運
動

き
ち
ん
と
食
べ
て
丈
夫
な
体
づ
く
り

き
ち
ん
と
食
べ
て
丈
夫
な
体
づ
く
り

お
口
の
ト
ラ
ブ
ル
予
防

お
口
の
ト
ラ
ブ
ル
予
防

た
ば
こ
・
酒
の
害
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
を
守
る

た
ば
こ
・
酒
の
害
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
を
守
る

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

か
ら
の
お
知
ら
せ
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●問い合わせ先　町教育委員会生涯学習課

香住区中央公民館～土曜チャレンジ学習～香住区中央公民館～土曜チャレンジ学習～

　サタチャレ唯一のシリーズ学習。

　香住高校の生徒に、3回にわたってワカメ養殖の

方法を教えてもらいました。

　最後は採れたてのワカメを味わいました。

　香住天文館で天体望遠鏡をのぞき、星空の観察を

しました。

　また、星空の話を聞いたり、星座早見盤を作成し

たりしました。

　ジオパークと海の文化館でちくわ作りに挑戦。

　悪戦苦闘しながらもとてもおいしいちくわが出来

上がりました。

　また、館内の施設見学や剥製の学習もしました。

　香住区中央公民館では、区内の小学生を対象に、心豊かで有意義な土曜日を過ごす環境を提供することを目

的として「土曜チャレンジ学習事業」( 通称「サタチャレ」) に取り組んでいます。土曜日を基本に、日曜日

や祝日、夏休みを利用し、香住区の特色である「海」にまつわることや香住にしかない観光地・施設で楽しく

学んでいます。平成 28 年度からは、香住高校の生徒の皆さんに協力していただき、とても賑やかに活動して

います。

　参加した子どもたちが町の将来の担い手として育ち、ふるさとを愛し、ふるさとを誇りに思えるような活動

を今後も引き続き推進していきます。

ワカメを育てる

星空を見よう

ちくわを作ろう

ノー部活デーの取組についてノー部活デーの取組について

　本誌 7月号で兵庫県のノー部活デーの取

組についてお知らせしたところですが、本町

では、生徒のゆとりある生活を確保するため

に、特に次のように推奨しています。

　原則、週あたり 2日以上の休業日を設

定する（平日および土日などの休業日に

それぞれ 1日以上設定）。

●問い合わせ先

町教育委員会こども教育課
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フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
香
美
町
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
房ふ

さ

や

す安
晋し

ん

や也
で
す
。

　

今
年
の
４
月
か
ら
「
教
育
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
と
し
て
村
岡
高
校
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
主
な
任
務
は
、
地
域
の
人
が
村
岡

高
校
の
講
師
と
し
て
、
授
業
を
つ
く
る
た
め

の
企
画
・
調
整
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
な
ど
を
す

る
こ
と
で
す
。

　

６
月
に
、
着
任
後
初
め
て
の
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
「
み
か
た
残
酷
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
」

に
、
高
校
生
と
一
緒
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。
私
の
担
当
は
「
な
ま
え
応
援

隊
」
と
い
う
、
ラ
ン
ナ
ー
の
ゼ
ッ
ケ
ン
番
号

を
調
べ
て
「
〇
〇
さ
ん
フ
ァ
イ
ト
〜
！
」
と

エ
ー
ル
を
送
る
係
で
し
た
。
そ
の
応
援
を
聞

い
た
ラ
ン
ナ
ー
は
「
こ
れ
が
聞
き
た
く
て

走
っ
て
い
る
、
元
気
が
出
る
！
」「
村
岡
高

校
最
高
だ
！
」
と
言
い
な
が
ら
駆
け
抜
け
て

い
き
ま
し
た
。
私
は
、
応
援
し
て
い
る
は
ず

な
の
に
応
援
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
胸
が
熱

く
な
る
素
晴
ら
し
い
経
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
を
経
験
し
た
高
校
生
は
ど

ん
な
こ
と
を
思
い
、
感
じ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
経
験
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

　

村
岡
高
校
で
は
、
地
域
探
求
な
ど
の
授
業

で
「
集
落
調
査
」
と
題
し
、
町
内
の
集
落
の

聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

集
落
の
魅
力
や
特
色
を
高
校
生
目
線
で
探
し
、

集
落
の
こ
と
を
学
ぶ
と
同
時
に
生
徒
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
大
人
と
対
話
す

る
力
を
養
う
取
組
で
す
。
今
後
も
高
校
生
と

一
緒
に
町
内
の
集
落
へ
調
査
に
行
き
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
休
日
に
は
地
域
行
事
に
参
加

し
た
り
、
趣
味
の
釣
り
や
特
技
の
野
球
を
生

か
し
た
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
し
な

が
ら
、
少
し
ず
つ
香
美
町
の
こ
と
を
勉
強
し

て
い
ま
す
。

　

ま
ち
や
海
、
山
、
川
な
ど
で
お
会
い
し
た

と
き
に
は
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
！ ▲集落調査の様子

香美町香美町
　地域おこし協力隊　地域おこし協力隊
　　　　　　　日記　　　　　　　日記

第17話第 17話

　皆さん、こんにちは。香美町役場神戸営業所

の今井です。

　連載第 12 回目は、辻学園調理・製菓専門学

校と香美町が連携して実施する「6次産業プロ

デューサー養成講座」についてお知らせします。

　今年度、辻学園調理・製菓専門学校と本町が連携

し実施する「6次産業プロデューサー養成講座」は、

本町の食材を使用した新たなメニューを開発し、食

料品店などで販売していくプロジェクトです。

　6月 30 日（土）に第 1回目の視察が行われ、同

学園の生徒 45人が本町を訪れました。

　神戸営業所では、以前から知名度の高い企業と連

携し、何らかの商品を売り出すことにより、本町の

知名度アップを図りたいと思っていました。全国的

に知名度の高い同学園と連携することで、本町だけ

でなく、関わった食材の知名度も飛躍的に向上する

と考えています。

　視察では、町内で漁業や農業などに従事している

皆さんから、歴史や取組内容、課題などの話を聞い

たほか、移動するバスの中で町職員から本町の歴史

や風土について学びました。それぞれの現場では、

さまざまな質問が飛び交い、真剣な姿勢で臨む学生

の様子を見ることができました。

　今後は、秋ごろから 10チームに分かれて食品開

発がスタートし、来年 2月頃を目途に完成する予

定です。開発された新たなメニューは、学内選考を

経て、最優秀作品が商品化され関西圏のコープや成

城石井などのスーパーで販売する予定です。

　このプロジェクトで、学生の斬新な発想のメ

ニューが開発されることを期待しています。本町と

しても、開発することだけでなく、その他の発案さ

れたアイデアをうまく活用し、おみやげ品や B級

グルメの開発など、観光振興に役立てていきます。

こちら香美町役場
神戸営業所です

▲但馬漁協で本町の漁業について学ぶ生徒の皆さん
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救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い
！

●問い合
わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

　

町
で
は
、
高
齢
者
な
ど
の
緊
急
時
に

備
え
る
た
め「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」

を
申
請
者
に
対
し
、
窓
口
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

医
療
情
報
を
専
用
の
容
器
に
入
れ
、

自
宅
で
保
管
す
る
こ
と
で
、
迅
速
な
救

命
活
動
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者

・
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人

・
65
歳
以
上
の
人
の
み
の
世
帯

・
緊
急
時
の
対
応
に
不
安
を
抱
え
る
人

申
請
の
方
法

　

「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
配
布
申
請

書
」
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
い
き
い

き
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
地
域
局
に
、

本
人
ま
た
は
家
族
な
ど
が
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

申
請
時
に
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
お

よ
び
ス
テ
ッ
カ
ー（
写
真
）を
渡
し
ま
す
。

管
理
方
法

　

救
急
医
療
情
報
に
緊
急
連
絡
先
、
か

か
り
つ
け
医
、
持
病
な
ど
必
要
事
項
を

記
載
し
、
薬
剤
情
報
提
供
書
、
診
察
券

の
写
し
、
健
康
保
険
証
の
写
し
な
ど
と

一
緒
に
キ
ッ
ト
に
入
れ
て
自
宅
の
冷
蔵

庫
に
保
管
し
ま
す
。

　

ス
テ
ッ
カ
ー
は
玄
関
ド
ア
の
内
側
と

冷
蔵
庫
に
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

救
急
医
療
情
報
の
更
新
に
つ
い
て

　

救
急
医
療
情
報
は
、
緊
急
事
態
に
備

え
る
た
め
の
大
切
な
情
報
で
す
。
変
更

が
あ
る
場
合
は
必
ず
更
新
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
海
側
の
代
表
的
な
港
町
と
し
て
栄

え
た
香
美
町
香
住
。
魚
食
や
水
産
資
源
の

減
少
、
原
油
価
格
の
高
騰
に
伴
う
資
材
な

ど
の
値
上
が
り
、
後
継
者
不
足
や
漁
業
者

の
高
齢
化
な
ど
、
漁
業
お
よ
び
水
産
加
工

業
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中

で
、
か
つ
て
の
に
ぎ
わ
い
を
復
活
さ
せ
る

と
と
も
に
漁
業
、
水
産
加
工
業
の
再
興
と

町
全
体
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
、
但
馬
漁

業
協
同
組
合
、
香
住
・
柴
山
港
水
産
加
工

業
協
同
組
合
と
、
県
但
馬
水
産
事
務
所
、

町
が
一
体
と
な
っ
て
本
町
の
水
産
の
活
性

化
基
本
構
想
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

検
討
内
容
は
、

①
「
魚
の
ま
ち
香
美
町
」
の
活
性
化
方
策

②
香
住
漁
港
、
柴
山
港
の
市
場
の
あ
り
方

③ 

市
場
関
係
施
設
や
冷
凍
冷
蔵
施
設
、
製

氷
施
設
な
ど
の
今
後
の
整
備
や
維
持
管

理
方
策

④
そ
の
他
必
要
な
事
項
の
検
討

香
美
町
の
水
産
を
考
え
る
会
で

香
美
町
の
水
産
を
考
え
る
会
で

「
魚
の
ま
ち
再
構
構
想
」
を
検
討
中
！

「
魚
の
ま
ち
再
構
構
想
」
を
検
討
中
！

の
４
項
目
で
す
。

　

③
の
施
設
の
整
備
や
維
持
管
理
に
つ
い

て
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
本
町
の
現
状
を

み
る
と
、
漁
獲
量
は
平
成
５
年
が
１
万
６

５
２
６
ｔ
で
、
平
成
29
年
で
は
５
６
１
７

ｔ
と
約
３
分
の
１
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

加
工
場
経
営
体
数
は
平
成
５
年
が
１
１
９

事
業
所
で
、
平
成
29
年
で
は
64
事
業
所
と

半
減
、
漁
船
数
も
平
成
５
年
が
８
３
８
隻

で
、
平
成
28
年
で
は
４
６
６
隻
と
ほ
ぼ
半

減
し
て
い
ま
す
。
こ
の
先
10
年
〜
20
年
後

を
考
え
る
と
き
、
冷
凍
冷
蔵
施
設
な
ど
が

老
朽
化
し
て
い
る
中
で
、
町
全
体
の
水
産

業
の
あ
り
方
を
根
本
的
に
見
直
す
必
要
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
内
で
は
標
準
と
な
り
つ

つ
あ
る
高
度
衛
生
管
理
型
の
上
屋（
荷
捌
）

施
設
の
整
備
や
、
適
正
な
規
模
へ
の
施
設

改
修
な
ど
投
資
す
べ
き
と
こ
ろ
を
精
査
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

「
香
美
町
の
水
産
を
考
え
る
会
」
で
は
、

町
全
体
の
活
性
化
に
資
す
る
構
想
に
す
る

た
め
、
今
後
、

漁
業
関
係
者

や
水
産
加
工

関
係
者
な
ど

と
話
し
合
い

を
重
ね
て
い

き
ま
す
。

問い合わせ先　役場農林水産課

▲ 救急医療情報キットおよびステッカー
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【事例】

　トイレの流れが悪く、専門業者に修理をお願い

しようとしていた。その際、以前自宅のポストに

入っていた広告マグネットを思い出し、書かれた

業者に修理を頼んだ。

　「便器が割れているので換えたほうがいい」と

言われて交換したが、その後、便器だけでなく、

排水管の交換も勧められ、結局 50万円の請求を

受けた。

　あまりに高額なので支払えない。

※広告マグネット…業者名と連絡先が書かれた磁石

【ひとことアドバイス】

◆ 広告マグネットや、ネット検索で修理を依頼

したところ、高額な料金を請求されて支払う

ことができないという相談があります。

◆ 広告表示の修理料金だけで済むとは限りませ

ん。

◆ 依頼した修理以外の作業を勧められても、す

ぐに契約せず、複数の業者に見積もりを依頼

するなどして慎重に検討しましょう。

◆ 工事終了後もクーリングオフできる場合があ

ります。センターに相談ください。

相談は
　こちらへ…

役場消費生活センター（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

　賢い消費者になりましょう！

活活費費 相相談談

水回りの修理トラブル！
～広告マグネットを見て修理依頼～～広告マグネットを見て修理依頼～

　町では町内の公共施設や主要な町道などの除草作

業や散乱するごみの収集などの清掃活動を行うこと

で、環境美化運動を町民にアピールし、身近なとこ

ろは自ら美しくするという意識を広げることを目的

として、平成 25年度から香美町環境美化推進隊が

活動しています。

　同隊は2人体

制で、12 月か

ら 2月までを除

く 9ヶ月間、週

に 5日、清掃活

動のほか、啓発

カーによる広報、

不法投棄や野焼きの監視パトロールなどの業務も行

う、町内の美化のために日々活動する縁の下の力持

ちです。

　最近は不法投棄対策に特に力を入れており、道路

などに不法投棄されたごみの回収だけでなく、合同

の不法投棄防止パトロールを行うなど、警察など他

の機関とも協力した活動を行うとともに、道路の待

避所などの不法投棄がされやすい場所に、不法投棄

防止看板の設置を行うなど、不法投棄防止の啓発活

動も行っています。

　屋外での活動をメインに行っていますので、見か

けたら気軽に声をかけてください。

●
問

い
合
わせ先　役場

町
民

課

環
境
衛

生
からのお知
ら
せｅｃｏ

▲不法投棄は犯罪です。絶対にやめましょう。▲環境美化推進隊の職員

頑張ってます！環境美化推進隊頑張ってます！環境美化推進隊
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■
編
集
後
記
■

　

子
ど
も
た
ち
は
夏
休
み

に
入
り
、
各
地
区
で
は
ラ

ジ
オ
体
操
が
早
朝
か
ら
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
月
の
表
紙
は
、
香
住

区
大
梶
の
佐
津
川
で
行
わ

れ
た
佐
津
川
観
察
＆
川
遊

び
の
様
子
で
す
。

　

こ
の
日
は
「
ふ
る
さ
と

も
の
し
り
博
士
」
で
矢
田

川
発
地
球
環
境
グ
ル
ー
プ

の
西
田
昭
夫
さ
ん
に
よ
る

佐
津
川
の
生
き
物
の
観
察

講
座
が
行
わ
れ
、
ヘ
ビ

ト
ン
ボ
や
カ
ジ
カ
ガ
エ

ル
、
カ
ワ
ゲ
ラ
、
カ
ゲ
ロ

ウ
、
ト
ビ
ケ
ラ
、
サ
ワ
ガ

ニ
、
モ
ク
ズ
ガ
ニ
な
ど
の

水
生
生
物
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
も
と
て
も
暑
い

日
で
し
た
が
、
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
は
魚
の
つ
か

み
取
り
な
ど
冷
た
い
川
の

水
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続

き
そ
う
で
す
。
熱
中
症
に

は
十
分
注
意
し
て
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
木
）

真
砂
俳
句
会

７
月
句
会
か
ら

夕
菅
咲
く
す
く
っ
と
遠
く
近
く
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
田 

美
代
子

「
海
翔
」
に
ケ
ー
ソ
ン
一
函
夏
ゆ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
西 

政
枝

初
夏
の
風
の
シ
ャ
ワ
ー
や
宮
掃
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川 

サ
ヨ
子

新
樹
光
白
磁
陶
器
に
惜
し
み
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
西 

澤
子

掃
き
寄
せ
て
明
日
の
花
待
つ
沙
羅
の
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
端 

静
子

初
夏
や
糶
に
と
び
交
う
浜
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
居 
君
香

「
海
ゆ
か
ば
」
知
ら
ぬ
世
代
の
海
開
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋 

二
三
子

子
燕
と
出
逢
う
よ
き
日
や
朝
の
辻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
脇 

政
江

壁
土
を
塗
ら
ず
建
て
る
や
竹
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長 

扶
微
子

郷
に
入
れ
ば
郷
に
従
え
花
十
薬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川 

喜
美

青
々
と
髪
刈
り
上
げ
て
プ
ー
ル
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田 

恵
津
子

夏
雲
を
突
き
上
ぐ
ク
レ
ー
ン
浦
の
湾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
瀬 

美
智
子

燈
す
窓
へ
蛍
一
匹
張
り
付
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田 

淳
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

◆
定
例
会　

（
香
住
文
化
会
館
）

　

毎
月
第
一
火
曜
日　

午
後
１
〜
４
時

　今年度の緑の募金は、町全体で 1,326,646 円で
した（7月 27 日現在）。多くの皆さんにご協力い

ただき、誠にありがとうございました。

　この募金は、森林整備をはじめ森林ボランティア

活動や町、集落、学校の緑化活動など、緑豊かな個

性ある町づくりに役立てる計画となっています。

　なお、緑化事業をご希望の集落はご相談ください。

問い合わせ先

役場農林水産課

緑の募金緑の募金

　香住区内の各世帯にお願いしました住民協賛金の

総額は 2,776,594 円でした（当日募金分は含まな
い）。

　また、花火大会終了後の清掃ボランティアにも多

数のご尽力をいただきました。

　多くの皆様にご理解とご協力をいただき、誠にあ

りがとうございました。

問い合わせ先

第 41回香住ふるさとまつり総合委員会（役場観光商工課内）

第41回香住ふるさとまつり第41回香住ふるさとまつり
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行政区 氏名 性別 保護者 出生日

行政区 氏名 性別 死亡日

（平成 30 年 7 月 19 日現在、順不同）※ このコーナーは、6.21 ～ 7.20 の届出分の内、
　承諾を得た人のみ掲載しています（敬称略）。

※ このコーナーは、6.21 ～ 7.20 の届出分の内、
　承諾を得た人のみ掲載しています（敬称略）。

　この記事につきましては、関係者の皆
さんにホームページ上での公開承諾を得
ておりませんので、個人情報保護により
ホームページ上での掲載を控えさせてい
ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

まちのうごき
（平成 30 年 7 月 1 日現在）

人　口 17,969 人　（－ 17）

男 8,571 人　（－ 7）

女 9,398 人　（－ 10）

世帯数 6,623 世帯（－ 5）

（　）内は前月比
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6 月 24 日、今子浦海水浴場

6月 24日、香住文化会館

6月 22日、柴山湾

6月 23日、香住文化会館

海岸清掃ボランティア活動 柴山小学校カッター体験

子ども会年少リーダー研修会ふるさとづくり青年隊

　「ふるさとづくり青年隊」が、香美町とと活隊と

連携し、「ととフェス」を実施しました。

　ふるさとづくり青年隊とは、都市部の若い力と地

域づくりの団体が協力し、青年のふるさとへの関心

や地域貢献への関心を高め、地域づくりの核となる

青年を育成するものです。

　同青年隊として活動する丸山喜
よ し き

暉さん（21 歳）

と増田良
りょうすけ

祐さん（21 歳）は「とと活隊の皆さんは

とても明るくてパワフル。地域の人と触れ合うこと

ができて楽しいです」と語ってくれました。

　町内でボランティア交流をしようと、香美町社会

福祉協議会が「海岸清掃ボランティア活動」を実施

しました。

　町民や香住海上保安署の職員など約 40人が参加

し、プラスチックや発泡スチロール、流木などを拾

い集め、海岸清掃を行いました。

　同協議会の松井美
よし ひ さ

久次長は「冬には村岡区、小代

区で除雪ボランティアを計画しています。多くの人

に協力をしてほしいです」と語ってくれました。

　海の楽しさを知ってもらおうと、香住高校海洋科

学科の 3年生が柴山小学校の 5、6年生にカッター

体験を開催しました。

　高校生と小学生は 2人 1組でオールを持ち、掛

け声に合わせカッターを漕ぎました。

　初めてカッター体験をしたという 6年生の咲花

慶伍さんは「高校生のお兄さんが教えてくれたので、

上手に漕ぐことができて楽しかったです」と語って

くれました。

　体験活動を通じて仲間意識などを深めようと、香

美町子ども会育成連絡協議会が「子ども会年少リー

ダー研修会」を開催しました。

　香住区内の小学 6年生の 38 人と育成者 23 人が

参加し、カレーライス作りやキャンドル作り、スタ

ンツなどを班に分かれ、行いました。

　山西萌
め い

衣さん（12歳）は「友だちを作ろうと思っ

て参加しました。初めて会った人と仲良くなれてう

れしいです」と語ってくれました。

▲ふるさとづくり青年隊も協力して行われた「ととフェス」

▲海岸清掃をするボランティアの皆さん ▲カッター体験をする柴山小学校の児童と香住高校の生徒

▲班ごとにカレーライス作りをする参加者の皆さん
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フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

6 月 30 日、香住文化会館

▲日本赤十字社兵庫県支部の指導のもと、一時救命処置の訓練を行う参加者の皆さん ▲クレーン船とケーソンを見学する兎塚小学校の児童

▲修繕助成決定書を授与する古山常務理事（写真右）と浜上町長▲修了証書を受け取る実習生

7 月 4日、役場本庁舎

6月 27日、柴山港

6月 28日、役場本庁舎

香美町赤十字奉仕団災害救護訓練 日本最大クレーン船と巨大ケーソンを間近で見よう

香住 B&G海洋センター修繕助成決定書授与式香美町外国人漁業技能実習生修了証書授与式

　地震などの災害に備え、赤十字奉仕団の防災意識

の向上を図ろうと「香美町赤十字奉仕団災害救護訓

練」が行われました。

　日本赤十字社兵庫県支部の指導のもと、毛布や風

呂敷を使った災害時の高齢者生活支援講習やテント

の設営、一時救命処置などの訓練を行いました。

　同支部の山本敏
とし か ず

一事業部長は「毎年行うことによ

り身についてくる。日ごろから防災の意識をもって

ほしいです」と参加者に呼びかけました。

　本町の漁業の継続的な活性化とインドネシア漁業

の振興、発展を図るため、本町で初めての受け入れ

となった外国人漁業技能実習生 1期生 7人の 3年

間の漁業技能実習が修了し、修了証書が授与されま

した。

　実習生のモハマド・スジャルウォさん（22歳）は「3

年間一生懸命、頑張りました。日本は雪と桜がきれ

いで、冬が寒かった。日本のことは忘れません」と

語ってくれました。

　日本最大級のクレーン船「海
かいしょう

翔」を使ったケーソ

ンの据え付け作業の様子を、地元小学生に見学して

もらおうと現場見学会が開催されました。

　兎塚小学校の 6年生が訪れ、柴山港の概要など

を学んだあと、建設中のケーソンやクレーン船を間

近で見学しました。

　西﨑咲
さ く ら

蔵さんは「思っていた以上に大きくてびっ

くりしました。昔の人の原理で大型クレーンができ

たことを知ることができて勉強になりました」と

語ってくれました。

　香住 B&G海洋センター体育館の修繕工事に対し

て、公益財団法人 B&G財団（東京都）が助成金を

交付することが決まり、同財団の古山透
とおる

常務理事

が浜上町長に「修繕助成決定書」を授与しました。

　同センターは今年 8月から 10月にかけて、体育

館の照明の LED化やトイレの一部洋式化、バスケッ

トボードの改修などを行う予定。

　浜上町長は「支援をいただき感謝します。さらに

町民が親しみをもって利用できるよう今後も努めて

いきたい」とあいさつをしました。
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▲岩牡蠣の競りの様子

▲「海のミルク」と言われる岩牡蠣

　

さ
て
、
今
回
は
７
月
〜
８
月
に
旬
を
迎
え
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
で
人
気
の
食
材
「
岩
牡

蠣
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

香
住
に
は
牡
蠣
組
合
が
あ
り
、
主
に
香
住

浜
の
近
海
を
素
潜
り
し
、
自
前
の
小
道
具
を

使
っ
て
牡
蠣
を
捕
り
ま
す
。
朝
、
出
港
し
、

昼
前
に
帰
港
し
た
漁
師
さ
ん
は
も
の
凄
い
疲

労
し
て
い
ま
す
。
あ
の
堅
い
岩
牡
蠣
を
素
潜

り
で
捕
る
の
で
す
か
ら
う
な
ず
け
ま
す
ね
。

　

「
牡
蠣
」
の
名
前
の
由
来
は
、
捕
る
と
き

に
「
か
き
と
る
」
こ
と
か
ら
と
言
わ
れ
、「
牡

蠣
」
に
牡
（
オ
ス
）
の
字
が
使
わ
れ
て
い
る

の
は
、
昔
は
牡
蠣
が
す
べ
て
オ
ス
だ
と
思
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
由
来
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

牡
蠣
と
い
え
ば
「
海
の
ミ
ル
ク
」
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
豊
富
な
栄
養
素
を
含
ん
で
い
ま
す
。

亜
鉛
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
タ
ウ
リ
ン
、
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
、
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
が
豊
富
に
摂
取
で

き
、
夏
バ
テ
防
止
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を

下
げ
る
ほ
か
、
肝
機
能
改
善
、
血
液
正
常
化
、

脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
予
防
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
グ
リ
コ
ー

ゲ
ン
も
た
っ
ぷ
り
含
ま
れ
、
脳
の
活
性
化
や

女
性
に
も
う
れ
し
い
美
容
や
ア
ン
チ
エ
イ
ジ

ン
グ
な
ど
、
こ
の
栄
養
素
の
多
さ
は
ま
さ
に

ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

今
ま
さ
に
旬
の
岩
牡
蠣
。
香
住
で
は
魚
屋

さ
ん
に
行
け
ば
岩
牡
蠣
が
手
に
入
り
ま
す
。

「
地
元
の
旬
の
も
の
を
食
べ
る
」。
こ
れ
が
一

番
の
健
康
法
だ
と
思
い
ま
す
。

　

幼
い
頃
に
親
が
食
べ
さ
せ
て
く
れ
て
い
た

食
材
は
い
つ
も
旬
の
も
の
。
だ
か
ら
お
い
し

く
心
に
残
り
、
今
で
も
大
好
き
で
い
る
理
由

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
の
今
、
少
し
だ
け
語
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
、
ガ
キ
の
頃
の
思
い
出
を
。

おさかな通信
香美町 魚

とと

の五…岩牡蠣

　皆さん、こんにちは！「香美町とと活隊」の原田敦
の ぶ ゆ き

行です。

　私は水産加工店の家に生まれ、幼い頃から香住の魚を食べ、潮風や市場市場

の香りを感じながら育ってきました。学校の弁当には焼き魚。晩ご飯には、には、

その日干したカレイがてんこ盛り。ハマチが捕れたらハマチ三昧。ジャコ

が揚がると道沿いには煮干しが並ぶ。カレイの木箱に乗ってレールを走る

のが一番の遊び。にぎやかな港町の幼い頃の日常は、大人になった今でも魚が大好きである

ことや、魚食普及のヒントになっています。


